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数学 A（前期日程） 解答と出題意図 
※各大問の出題意図と各問の解答を公表する．ただし，各問とも解答を導出するプロセスには，いくつも
のバリエーションがあるので，最終的に求める解のみを公表する． 

 なお，実際の採点では解答を導出するプロセスや記述の論理を重視している． 
 

 １ （出題意図） 

図形と方程式，複素数と方程式の解，微分など各分野の基本事項の理解度と，それらを複合的に応用す
る力が備わっているかを問う．また，問題で設定されている条件を正しく読み取る力も問う． 

  
（解答） 

 ⑴ 𝑟𝑟 = 5    

 ⑵ 4𝑥𝑥 + 3𝑦𝑦 − 25 = 0， 𝑦𝑦 = −
4
3
𝑥𝑥 +

25
3

 などいずれも可 

 ⑶ 𝑝𝑝 = −
28
3
，𝑞𝑞 =

73
3

 

 ⑷ 𝑥𝑥 =
14 ± √23𝑖𝑖

3
 

 
 
 

 ２  [A]（出題意図） 

漸化式や階差数列を用いて一般項を求める方法など，数列に関する標準的な力が身についているかを
問う． 
（解答） 

 ⑴ 𝑎𝑎2 = 2,  𝑎𝑎3 = 4,  𝑎𝑎4 = 6,  𝑏𝑏2 = 4,  𝑏𝑏3 = 24,  𝑏𝑏4 = 112  

 ⑵ 𝑎𝑎𝑛𝑛 = 2𝑛𝑛 − 2 

 ⑶ 𝑐𝑐𝑛𝑛 = 𝑛𝑛2 − 3𝑛𝑛 + 3， 𝑏𝑏𝑛𝑛 = 2𝑛𝑛(𝑛𝑛2 − 3𝑛𝑛 + 3) 

 
 
 
 
 



  

2 
 

 ２  [B]（出題意図） 

平面ベクトルの基本性質の成り立ちについて，正しく説明できる力を問う． 
（解答） 

 ⑴ (証明のポイント) 
  𝑎⃗𝑎 と 𝑏𝑏�⃗  が平行であることを仮定すると，𝑏𝑏�⃗ = 𝑘𝑘𝑎⃗𝑎 (𝑘𝑘は実数) と表すことができる．これと与えられ
た成分表示 𝑎⃗𝑎 = (𝑎𝑎1, 𝑎𝑎2)，𝑏𝑏�⃗ = (𝑏𝑏1, 𝑏𝑏2) を用いて 𝑎𝑎1𝑏𝑏2 − 𝑎𝑎2𝑏𝑏1 を計算する． 

 
 ⑵ (証明のポイント) 

𝑎𝑎1𝑏𝑏2 − 𝑎𝑎2𝑏𝑏1 = 0 と，成分表示 𝑎⃗𝑎 = (𝑎𝑎1, 𝑎𝑎2)，𝑏𝑏�⃗ = (𝑏𝑏1, 𝑏𝑏2) を用いて，𝑎⃗𝑎 と 𝑏𝑏�⃗  が実数倍で等しくなる
ことを示す．ただし，与えられたベクトルが𝑥𝑥軸または𝑦𝑦軸に平行な場合は注意が必要である． 

 

 ⑶ 𝑠𝑠 =
𝑝𝑝1𝑏𝑏2 − 𝑝𝑝2𝑏𝑏1
𝑎𝑎1𝑏𝑏2 − 𝑎𝑎2𝑏𝑏1

，𝑡𝑡 =
𝑎𝑎1𝑝𝑝2 − 𝑎𝑎2𝑝𝑝1
𝑎𝑎1𝑏𝑏2 − 𝑎𝑎2𝑏𝑏1

 

 
 

 ３ （出題意図） 

三角関数の基本性質の理解度と，加法定理に関する応用力を問う．また，式の最大値・最小値を求める
手法が身についているかを問う． 
（解答） 

 ⑴ sin 15° =
√6 − √2

4
， cos 15° =

√6 + √2
4

， tan 15° = 2 − √3 

 ⑵ tan 82.5° = 2 + √6 + √3 + √2 

 ⑶ 𝑥𝑥 = 50√2 で 最大値 
√2
4

 


